
患者用クリニカルパス　【経皮経肝胆管・胆嚢ドレナージ術(PTCD・PTCCD)を受けられる方へ】

月日 ／　　～　　／ ／ ／ ／ ／　　～　　／

経過 入院～治療前日まで 当日の治療前 当日・治療後 翌日（１日目） ２～６日目

処方 薬を内服中の方は看護師にご提示下さい 薬を内服中の方は、朝食後 治療後は、血液検査の結果により

(内服) 薬の内服は主治医の指示に従って下さい 服用分まで内服して下さい 薬の内服を再開します

朝、点滴を開始し、 点滴は翌日昼まで継続します 昼頃に点滴を ２日目も朝・夕に点滴があります

注射 治療後まで続けます 一旦休みます （点滴は必要に応じて適宜

夕方、点滴があります 　追加します）

帰室１時間後に血液検査があります 朝、血液検査をします ４日目に血液検査があります

検査 午後に、チューブ造影 ３～７日目にチューブ造影の検査

の検査があります があります

血圧等を定期的に測定します

食事摂取中の方は朝食以降 血液検査の結果により

食事 絶飲食です (水分のみ許可の 夕食から再開となります

出ている方は朝９時頃まで (治療前に水分のみ許可の

水分は構いません) 出ていた方は水分摂取を再開します)

できるだけ病棟でお待ち 帰室後は絶対安静です 床上安静です ２日目より介助で座位になれます

下さい （上向きのままです） チューブ造影で ３日目よりﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚに移動する

問題がなければ ことができます

横向きになれます ６日目からトイレまで歩行できます

朝の点滴開始前に、検査着 シャワーを使えるまでタオルで体を拭きます

に着替えて下さい

医師が治療について説明します 治療は午後です 医師が治療結果を説明します

説明 看護師が準備等について説明します 時計・義歯・指輪・ヘアピン 看護師が治療後の注意事項

その他 等ははずして下さい 等を説明します

※治療及びその後の日程は現時点で予想されるものであり、変動することがありますのでご注意下さい。 京都第二赤十字病院　消化器内科
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